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方法：対象は CHD 患者 53 人（日齢 1-11 歳、男 29 人、女 24 人）。手術前と手術後 3 日目に血清
Cys-C 値と 血清 Cr 値を測定した。また、手術後 3 日目の治療の状態で、持続的利尿剤あるいは
腹膜透析を必要としている臨床的に重症管理を要するグループ（重症群）とそれ以外のグループ
（非重症群）の 2つに患者を分類してそれぞれ血清 Cys-C 値と血清 Cr 値を比較した。 
結果：手術前の血清 Cys-C 値は生後 3ヶ月までが最も高く、その後月齢とともに徐々に減少し、1
歳以降はほとんど一定であった。他方、血清 Cr 値は 1歳以降は年齢とともに増加した。 
手術前の血清 Cys-C 値と 血清 Cr 値が年齢依存の分配を示していたため、これらの結果に基づい
て、３つの異なった同年代グループ（生後 3 ヶ月未満、生後 3 ヶ月以上 1 歳未満、1 歳以上）で
それぞれ分析を行った。全ての年代において、重症群で血清 Cys-C 値と 血清 Cr 値の両方が術前
より増加した。Cys-C 比（術後 3 日目の 血清 Cys-C 値 / 術前の血清 Cys-C 値）は Cr 比（術後 3
日目の 血清 Cr 値 / 術前の血清 Cr 値）と正の相関を示した（R=0.57、P<0.001）。明らかに相関
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関係を逸脱した症例は Cys-C 値が異常高値を示し、大動脈弁下狭窄を合併した Ebstein 奇形で日
齢 4 で手術が行われたが、手術後も循環動態が安定せず死亡した最重症例であった。血清 Cys-C
と 血清 Cr のどちらがより臨床的重症度をあらわすかを調査するため、重症群で receiver 
operating characteristic(ROC) curve 解析を行ったが、 血清 Cr に対する 血清 Cys-C の利点を
実証することは出来なかった。 
しかしながら、腹膜透析による影響を除外するため腹膜透析を受けなかった患者だけを集めて
分析を行ったところ、 血清 Cr 値が、重症群と非重症群で有意差を認めなかったのに対し、 血清
Cys-C 値は、生後 3ヶ月未満の患者のグループにおいて、両群間で有意に差を認めた。 
結論：CHD 患者の手術後管理の循環動態が大きく変化する時期において Cys-C は Cr よりもより鋭
敏な腎機能評価のマーカーになる可能性が示唆された。 今後 Cys-C に影響を与える要因をさらに
研究し、臨床における Cys-C の役割を明確化するべきだと考える。 
 
 
 
